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国
民
１
人
ひ
と
り
の
間

の
絆
を
基
に
、
自
ら
の

命
は
自
ら
が
守
る
『
自

助
』
地
域
で
お
互
い
に

助
け
合
う
『
共
助
』
国

や
地
方
自
治
団
体
が
必

ず
国
民
を
守
る『
公
助
』

の
組
み
合
わ
せ
が
重

要
。
政
府
に
お
い
て
も

様
々
な
災
害
に
備
え
、

国
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
為
災
害
対
策
に
万

全
を
期
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
、挨
拶
さ
れ
た
。

　
大
野
元
裕
知
事
は

「
訓
練
の
繰
り
返
し
が

重
要
、
災
害
へ
の
事
前

準
備
に
県
民
の
安
心
安

全
の
確
保
を
」
と
。

　
奥
ノ
木
信
夫
市
長
も

挨
拶
さ
れ
た
。

　
写
真
右
上
、
左
か
ら

永
瀬
英
樹
県
議
、
立
石

泰
広
県
議
、
塩
野
正
行

県
議
、萩
原
一
寿
県
議
。

左
は
、
左
か
ら
飯
塚
孝

行
市
議
、
前
原
博
孝
市

議
、
幡
野
茂
市
議
。

　
第
41
回
九
都
県
市
合

同
防
災
訓
練
が
11
月
１

日
、
ス
キ
ッ
プ
シ
テ
ィ

敷
地
内
を
主
会
場
で
行

わ
れ
た
。

　
埼
玉
県
・
千
葉
県
・

東
京
都
・
神
奈
川
県
・

横
浜
市
・
川
崎
市
・
千

葉
市
・
さ
い
た
ま
市
・

相
模
原
市
の
災
害
時
に

連
携
し
協
力
を
図
る
た

め
の
防
災
訓
練
で
、
マ

グ
に
チ
ュ
ー
ド
７・２

の
首
都
直
下
型
地
震
が

発
生
し
て
、
川
口
で
震

度
６
強
を
観
測
し
た
想

定
で
実
施
し
た
。

　
埼
玉
県
・
川
口
市
総

合
防
災
訓
練
も
兼
ね
た

会
場
に
、
政
府
調
査
団

と
し
て
菅
義
偉
総
理
が

訪
問
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
踏
ま
え
た
避
難
所

運
営
訓
練
、
座
屈
建
物

救
出
、
ト
ン
ネ
ル
内
多

重
衝
突
事
故
救
出
、
火

災
防
御
な
ど
の
訓
練
を

視
察
さ
れ
た
。

　
総
理
は
閉
会
式
で

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
合
同

の
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
た
こ
と
は
極
め
て
有

意
義
な
こ
と
。
災
害
に

打
ち
克
つ
た
め
に
は
、列車脱線事故救出訓練

ダ
リ
ア
の
花
が
見

ご
ろ
を
迎
え
た
10
月
24

日
、
川
口
市
神
戸
（
ご

う
ど
）
に
あ
る
矢
作
園

芸
（
園
主
＝
矢
作
貴
光

さ
ん
）
に
、
立
石
泰
広

県
議
と
杉
本
佳
代
市

議
、
新
藤
義
孝
衆
議
院

議
員
の
菊
地
博
秘
書
が

見
学
に
赴
い
た
。

「
ダ
リ
ア
園
で
は
ダ

リ
ア
を
種
か
ら
育
て
、

毎
年
新
し
い
品
種
を
作

り
ま
す
。
種
か
ら
育
て

る
と
１
株
１
株
ま
っ
た

く
違
う
花
が
咲
く
の
が

ダ
リ
ア
の
面
白
さ
で

す
。
育
種
家
は
そ
れ
を

選
抜
し
て
最
上
の
花
を

残
し
て
い
く
事
が
使
命

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

花
は
捨
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
苦
労
が
あ
り
ま

す
。
選
抜
は
花
色
や
花

型
だ
け
で
な
く
草
姿
や

茎
の
硬
さ
、
更
に
は
球

根
の
扱
い
や
す
さ
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

３
〜
５
年
の
歳
月
が
か

か
り
ま
す
。
後
は
自
然

の
中
で
ミ
ツ
バ
チ
任
せ

で
す
」
と
矢
作
さ
ん
。

立
石
さ
ん
は
「
花

の
形
が
牡
丹
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
天
竺
（
て

ん
じ
く
）
牡
丹
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
ダ
リ
ヤ

に
は
人
も
魅
力
を
感
じ

ま
す
が
、
蜜
蜂
や
蝶
々

も
満
開
の
ダ
リ
ア
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
」と
。

杉
本
さ
ん
は
「
見

事
な
ダ
リ
ア
は
種
類
が

豊
富
で
自
然
交
配
（
ミ

ツ
バ
チ
が
仲
を
取
り
持

つ
）
で
様
々
な
品
種
が

出
来
る
そ
う
で
す
。
霜

が
降
り
る
と
見
ご
ろ
は

過
ぎ
て
し
ま
う
そ
う
で

す
。
摺
り
ガ
ラ
ス
の
よ

う
な
花
弁
は
と
て
も
可

憐
で
素
敵
で
す
」
と
。

11
月
５
日
、
峯
町

会
の
山
田
𣳾
一
顧
問
で

北
区
有
志
代
表
と
、
小

野
寺
孝
行
元
副
町
会

長
、
清
水
健
二
現
町
会

長
、飯
塚
孝
行
市
議
が
、

奥
ノ
木
信
夫
市
長
に
要

望
書
を
届
け
た
。

峯
町
会
に
は
「
後

峯
」
と
い
わ
れ
る
安
行

台
地
の
末
端
部
の
谷
筋

に
あ
た
る
住
宅
地
内
を

流
れ
る
「
後
峯
貝
塚
落

し
」
が
あ
り
、
安
行
台

地
の
湧
水
排
水
路
と
し

て
昭
和
30
年
代
ま
で
農

業
用
水
路
の
機
能
を
果

た
し
て
い
た
。

経
済
が
高
度
成
長

期
に
入
る
と
周
辺
部
の

宅
地
化
が
進
み
生
活
雑

排
水
の
流
入
に
よ
っ
て

下
水
道
化
し
、
そ
れ
ま

で
自
然
の
遊
水
地
機
能

を
果
た
し
て
い
た
田
畑

の
喪
失
と
共
に
、
夕
立

程
度
の
降
雨
で
も
谷
筋

め
が
け
て
駆
け
下
る
雨

水
は
一
気
に
「
後
峯

貝
塚
落
し
」
に
集
中

し
、
瞬
く
間
に
道
路
が

冠
水
し
家
の
出
入
り
に

も
困
難
を
き
た
す
こ
と

も
度
々
起
こ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

さ
ら
に
、
最
近
の

気
象
条
件
の
変
化
は
目

を
覆
う
状
況
で
あ
り
、

現
状
の
施
設
で
は
対
応

で
き
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

「
降
雨
量
に
よ
っ
て

浄
化
槽
の
氾
濫
、
床

下
、
床
上
浸
水
で
不
衛

生
極
ま
り
な
い
現
状
で

す
が
、
幸
い
に
し
て
飯

塚
市
議
が
住
民
の
声
を

聴
い
て
貯
留
施
設
の
新

設
に
動
い
て
く
れ
て
い

ま
す
。　

こ
の
新
た
な
貯
留

施
設
の
設
置
に
よ
る
治

水
対
策
を
早
期
に
実
現

す
る
よ
う
、
こ
こ
に
北

区
住
民
有
志
の
総
意
に

よ
り
、
代
表
と
し
て
要

望
し
ま
す
」
と
山
田
さ

左から小野寺さん、清水さん、山田さん、奥ノ木市長、飯塚さん

左から菊地さん、貴光さん、杉本さん、父・好之さん、立石さん

ん
。奥

ノ
木
市
長
は
「
歴

史
的
背
景
か
ら
、
き
ち

ん
と
良
く
な
る
よ
う
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
、
力
強
い
解
答
を
頂

い
た
。



10
月
31
日
、
新
井
宿
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
北
新
井
宿
に
あ
る
、

高
津
園
芸
（
代
表
＝
髙
津
栄
一
さ
ん
）
で

落
花
生
の
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
た
。

　
大
勢
の
家
族
連
れ
や
議
員
さ
ん
も
収
穫

を
楽
し
ん
だ
。

赤
井
町
会
（
町
会

長
＝
関
根
和
雄
さ
ん
）

は
、
見
沼
代
用
水
東
緑

に
か
か
る
観
音
橋
付
近

の
、
豪
雨
時
の
道
路
冠

水
現
場
に
つ
い
て
、
初

回
８
月
15
日
に
視
察
が

行
わ
れ
、
11
月
４
日
対

応
策
の
説
明
を
受
け

た
。こ

こ
は
、
サ
ン
テ

ピ
ア
行
き
の
路
線
バ

ス
、
県
立
川
口
特
別
支

援
学
校
、
川
口
市
同
学

校
の
送
迎
バ
ス
が
往
来

す
る
道
路
で
あ
る
。

立
石
泰
広
県
議
と

飯
塚
孝
行
市
議
、
市
か

ら
青
木
英
昭
課
長
補

佐
、
一
ノ
瀬
晴
幸
主
査

と
、
町
会
関
係
者
が
参

加
し
て
同
会
館
で
協
議

し
、
現
場
視
察
を
行
っ

た
。

「
対
応
策
が
示
さ
れ

一
歩
進
ん
だ
こ
と
は

感
謝
し
ま
す
が
、
通
行

止
め
に
な
る
こ
と
も

屡
、
早
急
な
工
事
を
強

く
要
望
し
ま
し
た
」
と

関
根
町
会
長
。

　
立
石
県
議
は
「
飯

塚
市
議
と
共
に
し
っ

か
り
取
り
組
み
ま
す
」

と
。
飯
塚
市
議
は
「
出

来
る
こ
と
か
ら
早
急

に
と
要
望
し
私
も
軽

減
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
」
と
。

　
写
真
前
列
左
か
ら

石
島
正
文
さ
ん
、
飯
塚

市
議
、
立
石
県
議
、
関

根
さ
ん
、
千
葉
正
吾
さ

ん
、
倉
川
健
一
さ
ん
。

後
列
左
か
ら
、
鈴
木
勇

さ
ん
、
井
出
猛
さ
ん
、

青
木
さ
ん
、
一
ノ
瀬
さ

ん
。

　
収
穫
し
た
落
花
生
は
「
お
お

ま
さ
り
」
と
い
う
種
類
で
普
通

の
落
花
生
の
２
倍
ほ
ど
の
大
き

さ
、
堀
た
て
を
塩
茹
で
し
て
食

べ
る
の
が
ベ
ス
ト
と
。

　
「
本
業
は
梅
と
桜
等
の
盆
栽
づ

く
り
で
、
落
花
生
は
自
宅
用
と

種
取
り
に
作
っ
て
い
ま
し
た
が

今
年
は
今
ま
で
に
な
く
沢
山
出

来
た
の
で
、
収
穫
体
験
を
試
み

ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
良

か
っ
た
で
す
」
と
髙
津
さ
ん
。

　
永
瀬
県
議
は
「
１
株
を
持
ち

上
げ
る
た
び
に
沢
山
の
落
花
生

が
鈴
な
り
。
大
地
の
大
い
な
る

実
り
を
実
感
す
る
一
時
に
、
子

ど
も
達
も
大
喜
び
。
多
く
の
完

成
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
」
と
。

杉
本
市
議
は
「
一
か
月
前
に

来
た
時
は
丁
度
花
が
落
ち
て
土

に
刺
さ
っ
て
い
る
時
で
し
た
。

読
ん
で
字
の
ご
と
く
面
白
い
植

物
で
す
よ
ね
」
と
。

　
写
真
前
列
左
か
ら
、
松
澤
正

久
さ
ん
、
永
瀬
秀
樹
県
議
、
杉

本
佳
代
市
議
、
髙
津
栄
一
さ
ん
。

後
列
左
か
ら
、
稲
垣
喜
代
久
市

議
、
伊
藤
勝
博
さ
ん
、
新
藤
義

孝
衆
議
院
議
員
秘
書
菊
地
博
さ

ん
、
中
山
正
二
さ
ん
。

　
川
口
草
加
線
の
、
草
加
行
き
「
峯
バ
ス
停
」

は
、
こ
の
程
市
有
地
に
待
合
場
所
が
出
来
た
。

　
「
峯
町
会
の
松
本
安
弘
名
誉
会
長
よ
り
、
バ

ス
停
付
近
の
歩
道
が
狭
い
た
め
に
、
地
元
の

方
々
が
不
便
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
待
機
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
要
望
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、

清
水
健
二
町
会
長
と
市
役
所
職
員
と
相
談
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
全
確
保
と
し
て
、

こ
の
度
完
成
し
ま
し
た
」
と
、飯
塚
孝
行
市
議
。バス停前で左が飯塚さん、右清水さん。

10
月
27
日
、「
小
さ
な
親
切
」
運
動
川
口

支
部
（
代
表
＝
原
島
潔
さ
ん
）
は
、
今
年

も
赤
井
の
サ
ン
テ
ピ
ア
に
恒
例
の
車
い
す

を
寄
贈
し
た
。

　
「
平
成
15
年
か
ら
で
今
年
16
台
目
で
す
」

と
原
島
さ
ん
。

池
田
誠
常
務
理
事
は
「
例
年
の
こ
と
で

大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
。

大
道
寺
覚
事
務
局
長
は
「
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
。

　
写
真
手
前
は
小
林
道
子
さ
ん
、
後
列
左

か
ら
、
池
田
さ
ん
、
原
島
さ
ん
、
白
土
紀

子
さ
ん
、
碓
氷
勝
弘
さ
ん
、
大
道
寺
さ
ん
。

　
音
楽
を
通
し
て
新
し

い
時
代
の
「
楽
し
い

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
を
目

指
し
て
演
奏
活
動
を
進

め
て
い
く
「
東
京
21
世

紀
管
弦
楽
団
」
指
揮
者

の
「
浮
ケ
谷
孝
夫
さ

ん
」。

　
１
９
５
３
年
川
口
市

生
ま
れ
、
世
界
の
最
前

線
で
タ
ク
ト
を
振
ら
れ

る
日
本
を
代
表
す
る
指

揮
者
で
あ
る
。

11
月
４
日
、「
東
京

21
世
紀
管
弦
楽
団
」
の

第
２
回
定
期
演
奏
会
が

池
袋
の
東
京
芸
術
劇
場

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

　
オ
ー
ル
・
ブ
ラ
ー

ム
ス
で
悲
劇
的
序
曲
・

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
・
交
響
曲
第
４
番
が

奏
で
ら
れ
た
。

　
川
口
市
か
ら
、
立
石

泰
広
県
議
、
永
瀬
秀
樹

県
議
、
新
藤
義
孝
衆
議

院
議
員
秘
書
菊
地
博
さ

ん
、
新
郷
の
文
化
を
考

え
る
会
会
長
の
照
山
悦

子
さ
ん
ら
大
勢
が
鑑
賞

し
た
。

　
永
瀬
県
議
は
、「
き

ら
め
く
個
性
を
束
ね
る

求
心
力
。
川
口
出
身
の

世
界
的
指
揮
者
、
浮
ケ

谷
孝
夫
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
指
揮
の
も
と
、
多

様
性
溢
れ
る
楽
団
員
の

素
晴
ら
し
い
演
奏
が
、

一
つ
の
美
し
い
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
に
ま
と
ま
り
、

感
動
の
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
」
と
。



　
ウ
イ
ル
ス
は
、
口
や
鼻

か
ら
身
体
の
中
に
入
る
こ

と
で
感
染
し
ま
す
。

　
鼻
か
ら
入
る
ウ
イ
ル
ス

は
、
空
気
中
に
浮
い
て
い

る
の
で
マ
ス
ク
を
す
る

か
、
室
内
に
お
い
て
も
、

外
と
の
空
気
の
流
れ
を

作
っ
て
、
広
い
空
間
に
飛

ば
し
て
し
ま
え
ば
予
防
で

き
ま
す
。

　
又
、
口
か
ら
入
る
も
の

は
、
ウ
イ
ル
ス
の
付
い
た

手
で
口
や
鼻
を
触
る
か
ら

で
、
手
洗
い
を
し
っ
か
り

や
り
、
か
つ
、
う
が
い
や

水
を
飲
む
こ
と
で
、
肺
で

は
な
く
胃
の
方
に
ウ
イ
ル

ス
を
流
し
込
ん
で
し
ま
え

ば
、
胃
酸
で
殺
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
一
方
、
ニ
ュ
ー
ス
で
の

集
団
感
染
の
原
因
を
さ
ぐ

る
と
、
室
内
で
密
な
状
態

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
実

施
し
て
い
る
歯
科
医
院
で

の
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、
ド

ア
や
窓
を
開
け
、
換
気
扇

を
増
や
し
、
外
気
と
の
空

気
の
流
れ
を
作
り
、
ウ
イ

ル
ス
を
吹
き
飛
ば
し
て
、

空
気
感
染
を
防
ぐ
こ
と
で

す
。

　
又
、
手
か
ら
の
接
触
感

染
対
策
は
、
患
者
さ
ん
が

触
れ
る
物
、
例
え
ば
ス

リ
ッ
パ
、
椅
子
、
ド
ア
な

ど
を
徹
底
し
て
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
す
る
こ
と
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
ア
ル
コ
ー
ル

に
弱
い
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
寒
い
冬
が
来

ま
す
。
来
院
さ
れ
る
患
者

さ
ん
は
治
療
中
、
寒
い
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
ひ
ざ
掛

け
な
ど
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
が
、
着
る
物
を
工
夫

し
て
、
寒
さ
予
防
を
し
て

来
て
く
だ
さ
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
。

　
歯
科
治
療
は
も
と
も
と

感
染
予
防
が
専
門
な
の

で
、
消
毒
や
滅
菌
は
得
意

な
方
で
す
が
、
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

特
別
な
対
策
が
必
要
で

す
。

　
岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）　

　
　
院
長　
岩
下　
一
三

私
は
、
１
９
７
３
年

（
昭
和
48
年
）
３
月
、
小

学
校
５
年
生
の
春
休
み

に
、
10
日
間
に
わ
た
り

初
め
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
れ

ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
は
じ
め
約
20

か
国
を
訪
問
し
、

異
文
化
交
流
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
海
外

体
験
と
な
っ
た
米
国
で

は
、
見
る
も
の
す
べ
て

に
驚
き
感
激
し
ま
し
た

が
、
特
に
印
象
に
残
っ

た
の
が
、
豊
か
な
大
都

会
の
中
で
、
物
乞
い
を

し
な
が
ら
孤
独
に
暮
ら

す
黒
人
ホ
ー
ム
レ
ス
の

多
さ
で
し
た
。

　
滞
在
し
た
ホ
テ
ル
か

ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ

る
ラ
ー
メ
ン
店
の
店
主

は
、「
こ
の
辺
り
は
危

な
い
か
ら
気
を
つ
け
て

帰
っ
て
」
と
、
そ
れ
は

11
歳
の
少
年
を
お
の
の

か
せ
る
に
は
十
分
な
警

告
で
し
た
。

１
９
７
７
年
（
昭

和
52
年
）
７
月
、
高
校

１
年
生
の
夏
休
み
に

は
、
約
１
か
月
間
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ
の

モ
ロ
ッ
コ
な
ど
を
訪
問

し
ま
し
た
が
、
イ
ギ
リ

ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
さ
え

ホ
ー
ム
レ
ス
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
モ
ロ
ッ
コ
の

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
は
、

マ
シ
ン
ガ
ン
を
持
っ
た

警
官
が
街
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
す
る
中
、
子
ど
も

た
ち
が
、
た
ば
こ
を
吸

い
な
が
ら
私
た
ち
旅
行

者
に
物
乞
い
を
す
る
姿

が
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て

離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
都
市
と
は

対
照
的
に
、
１
９
７
８

年（
昭
和
53
年
）の
夏
に
、

学
校
で
主
催
す
る
短
期

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
た
め

に
訪
れ
た
カ
ナ
ダ
の
ナ

ナ
イ
モ
と
い
う
町
は
の

ど
か
で
、
近
所
の

人
は
ほ
と
ん
ど
顔

見
知
り
と
い
う
自

然
に
囲
ま
れ
た
雰

囲
気
の
良
い
と
こ
ろ
で

し
た
。ホス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
、
隣
人
が
バ
カ
ン
ス

に
出
か
け
る
と
、
私
に

隣
家
の
庭
の
芝
刈
り
を

任
せ
、
そ
れ
ほ
ど
信
頼

と
安
心
に
あ
ふ
れ
た
環

境
で
し
た
。

私
は
、
海
外
を
旅
し

て
、
貧
困
や
差
別
、
ま

た
そ
こ
か
ら
く
る
社
会

　
新
郷
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
は
、
伊
藤
雄
一

さ
ん
の
後
任
に
石
塚
直

幸
さ
ん
が
就
任
し
た
。

　
「
一
歩
前
進
チ
ー
ム

新
郷
東
小
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
子
ど
も
達
が
明
る

く
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
抱
負
を
語
る
。

　
ま
た
、「
父
も
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
貢
献
し
て
く

れ
た
の
で
、
苦
労
も

知
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

恩
返
し
と
思
い
、
息
子

が
入
学
時
よ
り
、
副
会

長
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
恒
例
行
事
は
中

止
で
、
活
動
は
授
業
参

観
等
の
御
手
伝
い
で

す
」
と
。

　
座
右
の
銘
は
「
袖
振

り
合
う
も
多
生
の
縁
」。

　
た
ば
こ
は
吸
わ
ず
、

酒
は
付
き
合
い
程
度
、

カ
ラ
オ
ケ
は
「
オ
ン
チ

な
の
で
歌
え
ま
せ
ん
」

テ
レ
ビ
は
ス
ポ
ー
ツ
全

般
。
趣
味
は
テ
レ
ビ
で

の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
。

　
職
業
は
「
農
業
で
、

鶴
ヶ
島
農
業
大
学
卒
業

後
、
石
塚
家
18
代
目
を

継
ぎ
、
当
時
か
ら
旧
新

郷
農
業
協
同
組
合
青
年

部
に
所
属
し
、
部
長
も

経
験
し
ま
し
た
。

　
川
口
市
農
業
青
年
会

議
所
理
事
長
を
昨
年
ま

で
2
期
４
年
務
め
ま

し
た
」
と
。　
　
　

　
家
族
は
父
・
妻
・
子

ど
も
の
４
人
。

　
生
ま
れ
育
っ
て
い
る

所
の
榛
松
在
住
。

不
安
な
ど
、
当
時
の
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い

現
実
が
あ
る
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。　
　

世
界
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
日
本
社
会
の
良

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
の
と
同
時
に
、
自

分
の
目
で
見
て
き
た
世

界
の
厳
し
い
現
実
を
、

決
し
て
日
本
に
生
じ
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
を
心
に
強
く
刻

み
ま
し
た
。

私
が
地
方
政
治
に
身

を
投
ず
る
こ
と
に
な
っ

た
理
由
の
一
つ
は
、
こ

う
し
た
状
況
を
生
ん
だ

政
治
の
責
任
と
、
こ
れ

ら
を
改
善
す
る
た
め
の

政
治
力
の
必
要
性
に
つ

い
て
身
を
も
っ
て
感
じ

た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

自
由
民
主
党

　
　

川
口
支
部
長

埼
玉
県
議
会
議
員　
　

　
　

立
石　
泰
広

10
月
25
日
、
赤
井
町

会
（
町
会
長
＝
関
根
和

雄
さ
ん
）
は
、
同
町
会

会
館
で
「
赤
井
町
会
支

援
者
感
謝
祭
」
を
行
っ

た
。

　
感
謝
状
は
、
古
い
鉄

道
車
両
を
寄
付
し
た

(

有)

稲
垣
タ
イ
ヤ
販

売
代
表
の
稲
垣
敏
雄
さ

ん
。

　
車
両
を
町
会
会
館
敷

地
に
運
ん
だ(

株)

西

澤
興
業
代
表
の
西
澤
明

人
さ
ん
。　

　
赤
井
氷
川
神
社
総
代

長
の
加
藤
行
雄
さ
ん
。

　
町
会
顧
問
の
相
馬
晃

重
さ
ん
、
千
葉
正
吾
さ

ん
、
大
栁
祐
一
さ
ん
。

　
祭
典
運
営
委
員
会
会

長
の
稲
垣
義
雄
さ
ん
。

　
百
人
会
会
長
の
平
野

繁
男
さ
ん
の
８
人
に
贈

ら
れ
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
行
事
が
中
止
と
な

り
、
ふ
る
さ
と
祭
り
の

予
定
日
の
今
日
は
、
初

の
試
み
で
あ
る
、
感
謝

祭
を
行
い
、
感
謝
申
し

上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
町
会
員

全
世
帯
に
は
、
買
い
物

用
バ
ッ
ク
を
届
け
、
こ

れ
か
ら
の
町
会
活
動

に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
」
と
関
根
町

会
長
。

　

来
賓
の
飯

塚
孝
行
市
議

は
「
国
鉄
の
貨

物
車
両
が
見
事

に
復
活
し
、
防

災
品
や
神
輿
を

入
れ
る
貴
重
な

倉
庫
と
な
り
、

益
々
の
町
会
活

動
に
多
く
の
力

と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
」
と
挨

拶
。

　
式
典
後
、
千

葉
正
吾
さ
ん
の

乾
杯
の
音
頭
で

祝
宴
。

　

余
興
と
し

て
、
三
笑
亭
可

龍
師
匠
の
落
語

が
華
を
添
え

た
。

　

写
真
上
段

は
、
表
彰
さ
れ

た
皆
さ
ん
と
町

会
役
員
の
皆
さ

ん
。
左
端
は
飯

塚
市
議
。

　
写
真
右
は
、左
か
ら
、

飯
塚
市
議
、可
龍
師
匠
、

関
根
町
会
長
。



　
食
べ
物
や
唾
液
な

ど
本
来
は
、
食
道
を

通
っ
て
胃
に
運
ば
れ

ま
す
。

　
誤
っ
て
気
管
に

入
っ
た
時
に
は
反
射

的
に
む
せ
て
排
出
す

る
機
能
が
、
人
間
に

は
備
わ
っ
て
い
ま
す

　
け
れ
ど
も

加
齢
な
ど
体

力
の
低
下
に

よ
り
こ
の
機
能
が

鈍
っ
て
し
ま
う
と
、

う
ま
く
排
出
で
き
ず

に
肺
炎
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す

　
こ
の
よ
う
に
、
本

来
は
食
道
に
送
ら
れ

る
も
の
が
、
誤
っ
て

気
管
に
入
り
込
ん
で

し
ま
う
こ
と
を
「
誤

嚥
」
と
い
い
ま
す
。

そ
の
結
果
生
じ
る
肺

炎
が「
誤
嚥
性
肺
炎
」

で
す
。

　
こ
れ
は
、
口
か
ら

食
べ
る
と
き
に
だ
け

起
こ
る
わ
け
で
は
な

く
、
睡
眠
中
に
も
起

こ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で

す
。
体
力
の
低
下
し

た
高
齢
者
に
起
こ
る

肺
炎
の
多
く
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
症
状
と
し
て
は
、

熱
が
出
る
・
呼
吸
が

苦
し
く
な
る
・
激
し （277）

い
咳
・
膿
性
痰
が
出

る
な
ど
と
共
に
元
気

が
な
く
な
り
、
風
邪

の
初
期
症
状
と
診
断

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
は
、
飲
み
込

む
力
を
鍛
え
、
食
事

は
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛

ん
で
食
べ
る
。
歯
み

が
き
・
舌
み
が
き
な

ど
口
腔
内
を
清

潔
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

(

先
月
、
作
曲
家
の

筒
美
京
平
さ
ん
が

「
誤
嚥
性
肺
炎
」
で

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

年
間
４
万
人
を
超
え

る
死
亡
者
数
で
す
。) 

　
保
険
薬
剤
師

　
　
中
山　
久
仁
夫

　
秋
が
深
ま
り
冬
の
訪

れ
の
気
配
を
感
じ
始
め

る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
紙
の
写
真
撮
影
時

は
マ
ス
ク
を
一
瞬
外
し

て
撮
影
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
く
、

新
聞
作
り
に
苦
労
し
て

い
ま
す
。

　
来
月
号
は
12
月
16
日

（
水
）
発
行
で
す
。

　
そ
の
た
め
英
会
話
教

室
か
ら
書
道
教
室
に
至

る
ま
で
多
く
を
挑
戦
し

て
き
た
。

　
出
身
は
岩
手
県
花

巻
、
尋
常
小
学
校
か
ら

高
等
科
２
年
に
進
み
、

兄
の
靴
屋
を
助
け
な
が

ら
靴
底
や
修
理
を
学
ん

だ
。23

歳
の
折
、
器
用
さ

を
認
め
ら
れ
念
願
だ
っ

た
東
京
に
兄
姉
を
た
よ

り
上
京
し
た
。　
　

　
荒
川
区
日
暮
里
や
浅

草
で
靴
甲
の
修
業
も
積

み
上
京
４
年
目
で
結

婚
、
新
郷
に
は
35
年
前

に
居
を
構
え
た
。

　
「
残
さ
れ
て
い
る
人

生
を
精
一
杯
頑
張
り
コ

ロ
ッ
ト
あ
の
世
に
行
き

た
い
で
す
ね
」
と
微
笑

む
。

10
月
25
日
、
Ｔ

Ｉ
D
Ａ(

代
表
＝
金
刺

美
穂
さ
ん
）
は
、
県
立

川
口
高
校
近
く
の
ス
タ

ジ
オ
カ
ル
ー
ソ
に
於
い

て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
折
、

チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
や
入
場

者
を
午
前
午
後
に
分
け

る
な
ど
多
く
の
対
策
を

講
じ
た
。

　
オ
ペ
ラ
ブ
ッ
フ
ァ

「
奥
様
女
中
」
よ
り
、

抜
粋
曲
に
は
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
入
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
は
対
訳
付
き

で
観
客
を
魅
了
し
た
。　

　
次
い
で
日
本
歌
曲
の

初
恋
・
落
葉
松
・
こ
の

道
・
か
ら
た
ち
の
花
、

そ
し
て
ハ
エ
の
二
重
唱

等
を
歌
い
上
げ
た
。

　
ア
ン
コ
ー
ル
は
「
パ

パ
パ
の
二
重
唱
で
盛
り

　
ピ
ン
ト
写
真
ク
ラ
ブ

新
郷
の
会
員
で
あ
る

佐
々
木
量
（
は
か
る
）

さ
ん
は
御
年
88
歳
、
元

気
に
日
々
を
送
ら
れ
て

い
る
。
パ
ソ
コ
ン
で
毎

日
ゲ
ー
ム
を
皮
切
り

に
、
パ
ソ
コ
ン
を
我
が

物
と
使
い
こ
な
す
。

　
写
真
ク
ラ
ブ
で
は
、

定
例
会
は
元
よ
り
撮
影

会
は
欠
か
さ
ず
、
国
内

な
ら
ず
海
外
に
も
出
向

く
。

座
右
の
銘
は
、「
故

郷
を
出
る
と
き
雪
の
中

を
母
が
泣
き
泣
き
駅
ま

で
送
っ
て
く
れ
た
父
母

の
恩・宮
沢
賢
治
の『
雨

に
も
マ
ケ
ズ
』・
石
川

啄
木
一
握
の
砂
に
収
め

ら
れ
て
い
る
『
は
た
ら

け
ど　
は
た
ら
け
ど
な

ほ　
わ
が
く
ら
し
楽
に

な
ら
ざ
り　
ぢ
つ
と
手

を
見
る
』・
米
内
光
正

『
海
軍
大
将
か
ら
内
閣

総
理
大
臣
』・
後
藤
新

平
『
関
東
大
震
災
か
ら

東
京
を
復
興
さ
せ
た
国

家
の
医
師
』
な
ど
故
郷

の
先
人
を
思
い
、
人
の

た
め
に
働
き
、
悪
い
こ

と
は
し
な
い
。『
初
心

忘
る
べ
か
ら
ず
』で
す
」

と
笑
う
。

タ
バ
コ
は
吸
わ
な

い
。
酒
は
嗜
む
程
度
。

カ
ラ
オ
ケ
は
苦
手
。

よ
く
見
る
テ
レ
ビ

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
、

朝
ド
ラ
・
サ
ス
ペ
ン
ス

等
。
東
本
郷
在
住
。

　
写
真
上
は
、
佐
々
木

さ
ん
撮
影
の
葛
飾
区

「
水
元
公
園
」。

上
が
っ
た
。

出
演
者
▽
ソ
プ
ラ

ノ
＝
金
刺
美
穂
▽
バ
リ

ト
ン
＝
北
村
哲
朗
▽
ピ

ア
ノ
＝
藤
目
由
梨
▽
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
＝
杉
本
佳

代           （
敬
称
略
）

　
新
郷
地
区
小
学
校
４

校
は「
新
郷
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
２
０
２
０
」
を
開
催

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
学

校
も
あ
ら
ゆ
る
行
事
が

中
止
と
な
っ
て
い
る
中
、

運
動
に
親
し
む
機
会
の

創
出
と
４
校
の
親
睦
を

深
め
、
児
童
の
笑
顔
の

た
め
に
「
新
郷
か
ら
世

界
へ
」を
キ
ャ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
開
催
し
た
。

　
◇
日
時
：
11
月
２
日

か
ら
20
日
ま
で

　
◇
場
所
：
▽
新
郷
小

（
校
長
＝
三
浦
大
助
）
▽

新
郷
南
小
（
校
長
＝
黒

澤
誠
）
▽
新
郷
東
小
（
校

長
＝
石
川
庸
子
）
▽
東

本
郷
小
（
校
長
＝
井
上

千
春
）

　
◇
実
行
委
員
▽
委
員

長
＝
黒
澤
誠
（
南
小
）

▽
委
員
＝
村
上
裕
一
・

幸
喜
一
晃(

新
郷
小)

田
村
健
一
・
佐
藤
陽
介
（
南

小
）
中
野
貴
順
・
齊
藤

誠
幸
（
東
小
）
山
崎
幹
・

吉
田
裕
太
郎(

東
本
郷

小
）　
敬
称
略

　
◇
内
容
：
４
校
全
学

年
対
象
・
同
時
開
催
・

個
人
＆
団
体
種
目
設
定
・

最
後
に
各
校
で
表
彰

　
◇
個
人
＆
団
体
種
目
：

50
ｍ
最
速
・
サ
イ
ド
ス

テ
ッ
プ
・
ロ
ン
グ
ジ
ャ

ン
プ
・
縄
跳
等
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
化
で

あ
ら
ゆ
る
行
事
が
中
止

と
な
っ
て
い
る
中
、
11

　写真左から熊木さん、鈴木さん、後谷順子さん、
小林清美さん、荒井ミサ子さん。

月
８
日
新
郷
公
民
館

（
館
長=

熊
木
利
治
さ

ん
）
は
、
団
体
発
表
会

を
開
催
し
た
。

　
日
頃
利
用
し
て
い
る

団
体
の
有
志
チ
ー
ム
、

新
郷
大
正
琴
ク
ラ
ブ
・

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ　
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ

Ｅ
・
赤
井
バ
ト
ン
ク
ラ

ブ
・
ナ
ン
シ
ー
キ
ャ
ッ

ツ
チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
・
新
郷
太
極
拳
ク
ラ

ブ
・
赤
井
子
ど
も
太
鼓

ク
ラ
ブ
が
体
育
ホ
ー
ル

で
演
技
を
披
露
し
た
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
、
新
郷

ペ
ン
字
ク
ラ
ブ
・
新
郷

水
墨
画
ク
ラ
ブ
・
新
郷

句
楽
部
・
き
ぬ
の
会
な

ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ

て
い
た
。

　
写
真
の「
き
ぬ
の
会
」

（
代
表
＝
鈴
木
雅
子
さ

ん
）
は
20
年
前
よ
り
月

に
３
回
、
シ
ル
ク
で
エ

プ
ロ
ン
か
ら
ロ
ン
グ
ス

カ
ー
ト
、
ス
ー
ツ
等
を

製
作
し
て
い
る
。

　
「
手
を
動
か
す
こ
と

が
健
康
の
秘
訣
、
和
気

藹
々
と
楽
し
く
続
け
て

い
ま
す
」
と
、
鈴
木
さ

ん
。

写真左から、杉本さん、藤目さん、金刺さん、北村さん。

　ピント写真クラブ新郷（会長 =粂原一夫さん）は、11月 9日
「群馬県沼田市吹割の滝へ、秋の紅葉撮影会を開催した。
　新郷から奥利根湯けむり街道～吹割の滝へ。
「何処も此処も紅葉真っ盛り、最高の紅葉日和で、シャッターを
切る音が軽やかだった。楽しい撮影旅行でした」と粂原さん。


